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年の一般住民健診時に頚椎MRI検査を実施した 582名である。対象者 582名中、除外対象者除いた 532





反射、Chaddock反射陽性）の有無、平衡試験（Romberg test、Modified Romberg test）、finger escape 
signの有無、10秒テスト、および握力を調査した。また、MRI T2 矢状断画像を用いて、椎間板高位
（C2/3-C7/T1）での脊髄前後径(D)を測定し、C2椎体高位の脊髄前後径（DC2）との比（R=D/ DC2）を計
算した。Study1として各個人の最小 R値を抽出し、三分位法を用いて 3 つのグレード（G1、G2、およ
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